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令和２年度支部保険者機能強化予算の実施結果

執行率は63.8% , KPIの達成に寄与する等、一定の効果があった （cf.参考資料3）

執行率主な取組 予算額 執行額

医
療
費
適
正
化
等
予
算

・ 若年層を対象としたジェネリック医薬品の使用促進

・ 紹介状なし大病院受診時定額負担の周知による適
正受診の推進

・ 多剤服用者への介入

・ インセンティブ制度の周知

11,481千円

（11,534千円）

10,483千円

（8,633千円）

91.3%

（74.8%）

保
健
事
業
予
算

・ 特定健診に係る集団健診

・ 健診、保健指導推進経費（報奨金制度）

・ 特定保健指導の未実施者に対する再勧奨・注意喚起

・ 未治療者受診勧奨

・ とやま健康企業宣言に係る普及啓発

44,590千円

（44,585千円）

25,273千円

（35,119千円）

56.7%

（78.8%）

56,071千円

（56,119千円）

35,755千円

（43,572千円）

63.8%

（78.0%）

※ 括弧内は前年度
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① 生活習慣の改善に向けた周知

② インセンティブ制度（低位の評価指標）への対応

③ これまでの取組の継続・強化

以下の視点を参考に予算を措置 （cf.参考資料4）

令和３年度支部保険者機能強化予算について

１）令和３年度の主な取組について

● 上記の視点を踏まえ、以下の取組を実施する。

➤ 運動習慣、睡眠習慣に係る他保険者との共同分析結果等を活用した周知【①】

➤ 前年度特定保健指導対象者向け健診前勧奨【②】

➤ ジェネリック医薬品使用促進（若年層への関与）【②】

➤ 特定健診・特定保健指導、重症化予防対策の更なる推進【③】

➤ 事業主とのコラボヘルス（とやま健康企業宣言）【③】

➤ 地域特有のポリファーマシーの把握による多剤服用者への介入「パイロット事業」【③】

２）令和３年度の支部保険者機能強化予算額（見込み）

● 前年と同程度の予算額が措置される見込み。

➤ 医療費適正化等予算（1,155万円）
※ 広報や意見発信、ジェネリック医薬品の使用促進等の医療費適正化事業に充てられる予算枠

➤ 保健事業予算（4,459万円）
※ データヘルス計画や受診勧奨対策、重症化予防対策等の保健事業に充てられる予算枠

令和２年10月28日 第２回富山支部
評議会資料２（一部改変）
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第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）の
着実な実施

広報活動や健康保険委員を通じた加入者等の
理解促進

ジェネリック医薬品の使用促進

インセンティブ制度の着実な実施

パイロット事業

地域の医療提供体制等への働きかけや医療保険
制度に係る意見発信

調査研究の推進

➤ 健診受診率、特定保健指導実施率向上
➤ 重症化予防対策の推進
➤ コラボヘルス（とやま健康企業宣言）の推進

➤ メディアを活用した広報の推進
➤ 適正受診の啓発
➤ 健康保険委員の委嘱拡大

➤ ジェネリック医薬品軽減額通知の実施
➤ データ分析に基づく医療機関や加入者への働きかけ

１

２

３

➤ インセンティブ制度の周知

４

➤ 令和4年度に向けた検討

➤ 医療計画及び医療費適正化計画に係る意見発信
➤ 医療提供体制に係る意見発信
➤ 上手な医療のかかり方に係る働きかけ
➤ 地域特有のポリファーマシーの把握による多剤服用者への介入（令

和3年度パイロット事業）

➤ 自治体（国民健康保険）との共同分析
➤ 支部医療費等の分析

５

６

７

令和３年度富山支部事業計画（戦略的保険者機能）

目下のKPI達成に繋げることが重要

KPI

・ 生活習慣病予防健診実施率、事業者健診データ取得率、
被扶養者の特定健診実施率

・ 被保険者、被扶養者の特定保健指導の実施率
・ 受診勧奨後3カ月以内に医療機関を受診した者の割合
・ 健康宣言事業所数

データ
ヘルス
計画

・ メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の割合を減少さ
せ、全国平均以下にする

KPI
・ 地域医療構想調整会議や医療審議会等の場における医療デー

タ等を活用した効果的な意見発信

KPI
・ 全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業所

の被保険者数の割合

KPI
・ 支部のジェネリック医薬品使用割合

※ 医科、DPC、調剤、歯科における使用割合
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● 健全な財政運営

● 現金給付の適正化の推進、効果的なレセプト内容点検の推進

● 返納金債権発生防止のための保険証回収強化及び債権回収業務の推進

● 業務改革の推進 【新】

＜特定健診・特定保健指導の推進等＞

● 特定健診実施率、特定保健指導実施率の向上（健診当日の初回面談の推進、

情報通信技術の特定保健指導への活用）

● 事業者健診データの取得率向上に向けた新たな提供・運用スキームの確立

【新】

● 特定保健指導の質の向上（アウトカム指標の検討、協会保健師等に係る人材

育成プログラムの充実・強化など） 【新】

● 健康教育（特に身体活動・運動や食生活・栄養）を通じた若年期からのヘルス

リテラシーの向上 【新】

＜重症化予防の対策＞

● 現役世代の循環器疾患の重症化予防対策として、LDLコレステロール値など

の検査値等にも着目した受診勧奨の実施 【新】

＜コラボヘルスの推進＞

● 事業所カルテ・健康宣言のコンテンツ、健康宣言からフォローアップまでのプ

ロセスの標準化など 【新】

● 身体活動・運動に着目したポピュレーションアプローチ手法の確立や個別指

導手法の検討 【新】

● メンタルヘルスの予防対策の充実の検討 【新】

＜医療費適正化、効率的な医療の実現等＞

● ジェネリック医薬品の使用促進

● 地域の医療提供体制への働きかけ

● 医療保険制度の持続可能性の確保及び地域包括ケアの構築に向けた意見発

信

● 外部有識者を活用した調査研究の推進 【新】

＜インセンティブ制度＞

● インセンティブ制度の着実な実施、実施状況の検証及び評価指標等の見直し

【新】

＜協会けんぽの活動等に対する加入者の理解促進＞

● SNS等による効果的な広報の推進 【新】

● 人事制度の適正な運用と標準人員に基づく人員配置、人事評価制度の適正

な運用

● 本部機能及び本部支部間の連携の強化 【新】

● 内部統制の強化 【新】

● 次期システム構想 【新】

基盤的保険者機能関係（１）

戦略的保険者機能関係（２）

組織・運営体制関係（３）

第５期保険者機能強化アクションプラン（R03-R05）

保険者機能の更なる発揮に繋げることが重要
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令和４年度支部保険者機能強化予算の検討について

これまでの取組の改善・強化や更なる保険者機能の発揮に向けて、どのような取組が考えられるか

➤ 令和2年度予算の実施結果を踏まえた
見直し

➤ 令和3年度予算の検討における方針
（視点）

➤ 事業計画、保険者機能強化アクション
プランの達成
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
議
会

支
部

本
部

保険者機能強化予算（案）の作成

予算の確認・整理

事業計画（案）の作成

整理結果
計画・予算

提出

スケジュール（現時点での見込み）

予算案提出

意見交換意見交換 意見交換 意見交換

【今回】
令和４年度
保険者機能
強化予算

令和４年度
保険者機能
強化予算

令和４年度
事業計画・
保険者機能
強化予算

令和４年度
事業計画・
保険者機能
強化予算

評議員の皆様よりご意見をいただき、検討を進める


